
Ｂｊリーグ･東京 来期休止
6月8日（水）付、毎日新聞のスポーツ欄にプロバスケットボール男子ｂｊリー

グは、「東京アパッチ」が来期の１１～12年のシーズンの活動を休止すると

発表したと書かれています。

「05年創設のｂｊリーグは、７季目となる１１～１２年シーズンを首都にチーム

がいない状態を向かえることになった。東京の運営会社は活動休止の理由

に、東日本大震災後の事業環境の後退を挙げる。東京は、昨季開幕前に

米投資会社が経営権を取得した。震災後は日本から資本を引き揚げる企

業が相次ぐなど「外資系特有の事情」も手伝い、契約見込みとしてリーグに

申請した大半の協賛社と契約を結べなかった。ただ、震災後の状況は、引

き金を引いたに過ぎないとの指摘もある。東京は、過去６シーズンで運営会

社が４度交代。観客動員もここ２シーズンは１試合平均１０００人余りと経営

難に悩まされてきた。

東京には、野球、サッカーと他の人気プロスポーツが混在している。さらに

施設利用料も高い。大都市･東京では不利な地域事情が重なっている。

今回の活動休止で都市部での球団経営の難しさが浮き彫りとなったこと

でチームが消滅する可能性も否定できない」

他のチームはどこにあるかと調べてみると、秋田、仙台、新潟、富山、埼

玉、浜松・東三河、滋賀、京都、大阪、島根、高松、福岡、大分、宮崎、琉

球。プロ野球団を競合する地域は、仙台と大阪、福岡。地方には競合する

プロスポーツが少ないことがわかります。つまり勝ちやすいのです。

一般的に人口が多いところで営業すると人も会社も多いので売上が上が

り利益も出ると考えられています。しかし大都市には大会社がいて、競争が

特別激しく、弱小企業は強い会社の２乗作用をまともに受けます。Ｂｊリーグ

の東京はプロ野球・Ｊリーグの２乗作用を受けてしまったものです。ランチェ

スターの第２法則どおりになった事例です。勝算なきは戦わず、です。
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東京商工リサーチによると、「（株）フーズ・フォーラス（金沢市入
江２－８２－１、設立平成１０年９月、資本金４０００万円、勘坂康弘
社長）は６月８日までに全社員６０名に解雇を言渡し、営業再開を断念
した。事後を弁護士に一任している。負債は調査中ながら、死亡及び重
症患者などに対する損害賠償額などを含めると数億円規模に膨らむこと
が予想される」

「２３年３月期では神奈川県内などへの進出もあり、店舗数はこの２年
間で倍増して２０店舗となり売上も２０億円を突破した。ただ相次ぐ出
店による固定費の増加や、食材や燃料高騰もあり利益率は鈍化傾向に
あった。その間、２１年７月を最後にユッケや調理室の衛生検査を行っ
ていなかった。そうした中で今年４月に砺波店などで集団食中毒により
死者が発生し信用を一気に失墜した」

安全・衛生面を怠っていたということが致命傷になりました。しかし、
規模拡大と地元富山県や石川県から神奈川県に出店した地域戦略の失敗
も見逃せません。経営の目的、目標を間違えると戦略も間違えてしまう
事例です。

「成功するまであきらめない」から成功する
講演などで私の話を聞いて、「当社もノー残業デーを導入します」「早朝
会議を始めることに決めました」と勇んで帰った経営者に、あとになって
「やっぱり部下の協力が得られずうまくいきませんでした」といわれること
があります。

でも、私にいわせれば、「協力が得られない」なんてやる前からわかり
きっていることです。うまくいかない責任は部下ではなく、部下の意見に左
右されるトップにあるのです。ノー残業デーにしても早朝会議にしても、そ
のトップが自分の会社に必要だと確信し、本気で導入しようと思うなら、部
下の言葉に耳を傾ける必要などありません。「いいからやれ、俺の命令に従
え」でいいじゃありませんか。「そんなやり方は民主的じゃない」と思う人
もいるでしょう。でも、会社は「なかよしクラブ」ではないのです。結論は
たいてい、「会社にとって正しい」というより「今既に忙しい社員にとって
楽」という方向に流れていくと相場は決まっています。これでは、現状をよ
りよくすることは不可能です。吉越浩一郎「残業ゼロの仕事力」

●本「会社は潰れるようにできている」（中経出版） 発売中！

●会社成功塾 毎週日曜日、月曜日 午前１０時～１２時。

戦略社長塾 毎週土曜日 午前10時～12時。
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